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2.調 査 方 法
(1) アンケート調査方法
アンケート調査の対象，調査期間，回収方法は前報
（下田 ら， 2003a) I)と同様である．なお，本稿でも，
学科名の第一看護科を 1N, 第二看護科を 2N, 臨床
検査科を MT, 放射線技術科を RT, 臨床工学科を
ME，介護福祉科を CWと略名で表記することにする．
質問項目については，市川 (1995,1998, 2001) 2~4)の
報告にしたがって，学習観および学習方略に関する質



























































3.31, MTの3.21, 低かったのは C Wの3.12, 2 N 
の3.18, 1 Nの3.19であ った．また，質問事項「方略
志向」では，全学の心理尺度の平均は3.16であった．
最裔値は 2Nの3.30,次いで RTの3.22, 1 Nの3.21, 
低か ったのは MEの3.06, MTの3.06, cwの3.12
であった．さらに質問事項「意味理解志向」では，全
学の心理尺度の平均は2.93であ った．最高値は MTの
3.06, 次いで RTの3.01, MEの2.96, 低かったのは













失敗に対する柔軟性 思考過程の重視 方略志向 意味理解志向
lN 3 10 3 19 3 21 2 91 
2N 3 16 3 18 3 30 2 92 
MT  3 02 3 21 3 06 3 06 
RT 3 07 3 48 3 22 3 01 
ME 3 20 3 31 3 06 2 96 
CW  3 06 3 12 3 12 2 81 
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〈質問項目〉A 「思ったようにいかないとき，頑張って何とかしようとするほうだ」， B 「失敗をくり返しながら，だんだん完全なものにして
いけばいいと思う」， C 「思ったようにいかないときにはその原因をつきとめようとする」，D 「間違いをすると，恥ずかしいような気になる」，
E 「うまくいき そうもないと感じると，すぐやる気がなくなってしまう」， F 「失敗すると，すぐにがっかりしてしまうほ うだ」．
〈回答の選択肢〉よく当てはま る■，当てはまる口，どちらともいえない口，当てはまらない□，ま ったく 当てはまらない口．
図 1 各学科における「失敗に対する柔軟性」に関する質問項目の回答率
12 下田健治 ・名木田恵理子 ・中西啓子・村中 明・内山克良・山口恒夫
%, M Tが65%, RTが57.6%, MEが54.7%,cw 
が56.9％で，すべての学科が50％以上であった．否定
的な回答は， lNが5.4%,2 Nが1.7%,MTが4.6%,






た．否定的な回答は，lNが2.0%, 2 Nが3.5%,MT  









RTが3.8%, MEが4.8%, cwが15.0％であ った．
質問項目 D. 「間違いをすると，はずかしいような気に
なる」
各学科の肯定的な回答は， lNが76%, 2 Nが71.8








%, MTが79.3%, RTが47.9%, MEが37%,cw 
が38.3％で， 1 N, RT, ME, CWは40％前後である



















%, M Tが74.5%,RTが80.7%,MEが88.6%,cw 
が54.5％で， 2N, CWを除く他学科は70％以上なの
が特徴的であった．否定的な回答は， lNが6.5%,2 







でも 2N, MT, CWは約20％なのが目立った．否定






%, MTが63.4%, RTが71%, MEが59.5%, cw 
が47.6％で，全体を比較すると RTが最も高く ，CW
が最も低い 回答であ った．否定的な回答は， lNが10.7





%, MTが6.3%, RTが13.4%, MEが6.4%, cw 
が10.4％で，全学科を通じて10％前後であ った．否定
的な回答は， lNが70.5%,2 Nが78.8%,M Tが68.1





%, M Tが65%, RTが55.7%, MEが61.2%, cw 
が67.3％で，全学科を通じて60％前後であった．否定
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〈質問項目〉A 「答えだけでなく ，考え方が合っていたかが大切だと思う 」， B 「ある問題が解けたあとでも，別の解き方をさがしてみることがあ
る」，C 「テストでできなかった問題は，あとからでも解き方を知りたい」， D 「なぜそうなるのか分からなくても，答えが合っ ていればいいと思
う」，E 「テストでは途中の考え方より，答えが合っていたかが気になる」， F 「自分で解き方をいろいろ考えるのは，めんどうくさい と思う 」．
〈回答の選択肢〉よく当てはまる■，当てはまる口，どちらともいえない口，当てはまらない口，まったく当てはまらない口．
図 2 各学科における「思考過程の重視」に関する質問項目の回答率
14 下田健治・名木田恵理子・中西啓子・村中 明 ・内山克良 ・山口恒夫

















各学科の肯定的な回答は， lNが20.6%, 2 Nが35









な回答は， lNが4.2%, 2 Nが3.5%,MTが11.0%,
RTが7.6%, MEが8.0%, cwが11.5%であ った．
質問項目 C.「テストの成績が悪かったとき ，勉強の量
よりも方法を見直してみる」
各学科の肯定的な回答は， lNが33.6%, 2 Nが35
%, MTが22.1%,RTが34.5%,MEが24.1%,cw 
が33.7%で，ほば全学科が30％前後であ った．否定的
な回答は， lNが33.6%, 2 Nが22.7%, MTが26.9




各学科の肯定的な回答は， lNが6.4%, 2Nが1.7 
%, MTが7.8%, RT が7.6%, MEが20.9%, cw 
が6.9％で，他学科に比べて MEが高いのが目立った．
否定的な回答は， lNが53.2%,2 Nが64.8%,MTが













%, MTが76.1%, RTが71%, MEが85.4%, cw 
が66.2％で，全学科が60％以上であるが，MEの回答
はやや高く， 2NとCWの回答がやや低いのが目立っ
た．否定的な回答は， lNが2.0%, 2 Nが6.9%,MT  










%, MTが65%, RTが69.2%, MEが66.1%, cw 
が58％で，はほ全学科が60％以上であった．否定的な
回答は，lNが2.1%, 2Nが8.7%,MTが9.4%,RT 
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〈質問項目〉A 「勉強の仕方をいろいろ工夫してみるのが好きだ」，B 「成功した人の勉強の仕方に興味がある」， C 「テストの成績が悪かったと
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〈質問項目〉 A 「ただ暗記する のではなく，理解して覚えるように心がけている」 ，B 「習ったことどうしの関連をつかむ ようにしている」，




























%, MTが28.5%,RTが34.5%,MEが33.7%, cw 
が47.6%で，ほぼ全学科が40％前後であったが， MTが
やや低いのが目立った．否定的な回答は， lNが33.6
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